
新たな長期経営構想の策定に合わせて、
理念体系を進化させました

新理念体系の浸透に向けて
酒類事業、飲料事業と医薬・バイオケミカル事業を強化するとともに、「医と食をつなぐ事業」を育成し、社会課題の解決につなが
る新たな価値を創出します。キリングループは、「世界のCSV先進企業」への進化を目指して、2019年2月、長期経営構想
「KV2027」を策定しました。そして、経営の根幹としてのCSVへの想いを社内外のステークホルダーに示すために、グループの
経営理念体系も新たにし、お客様や社会からみたキリングループの存在意義をシンプルに表現した新しいコーポレートスローガン
「よろこびがつなぐ世界へ」を制定しました。
キリングループは、グローバル30,464名の社員一人ひとりにCSVの実践を促し、持続的な成長に挑戦しています。

従業員に意識・行動の変化を促す4つの施策を展開
キリングループが「世界のCSV先進企業」へ進化するために
は、CSVの担い手である従業員に理念や価値観の浸透を図
り、意識と行動の変化を促すことが不可欠です。そこでキリン
グループでは、「トップリーダーによる施策」「業務を通じた施
策」「能動的接点を提供する施策」「受動的接点を提供する施
策」の4つのアプローチで、理念浸透の取り組みを推進。従業

グループ報（特別号）を発行するとともに、社
長のメッセージ動画を配信し、従業員に理
念・価値観の浸透を図っています。

能動的接点の1つとして、CSV体験プログラ
ムを実施しています。従業員がCSV体験を

“考える場”ととらえ、参加することで理解を
深め、自分ゴト化する機会を提供しています。

誠意
“One KIRIN” Values

Passion Integrity Diversity

自由な発想で、進んで新しい
価値をお客様・社会に提案す
ることへの我々の熱い意志。
会社やブランドに誇りを持ち、
目標をやりきる熱い気持ち

ステークホルダーの皆さまの
おかげでキリングループは存
在しているということへの感
謝の気持ち、謙虚な気持ちで
確かな価値を提供し、ステー
クホルダーに貢献するという
誠実さ

個々の価値観や視点の違い
を認め合い、尊重する気持ち。
社内外を問わない建設的な
議論により、「違い」が世界を
変える力、より良い方法を生
み出す力に変わるという信念

熱意 多様性

①トップリーダー
による施策

②業務を通じた
　施策

③能動的接点を
　提供する施策

グループ報

主な施策

メッセージ配信
役員巡回

トップリーダー
集合型セッション

MBO-S・価値観
発揮度評価

場所/部門フォーラム

階層別人事研修

CSV体験

表彰体系

各種媒体

④受動的接点を
　提供する施策

★特別号(2/15)

★社長動画配信(2/14)
通年で実施（役員巡回）

通年で実施（イントラネット等を通じて、KV2027や価値観を伝える）

集合型研修の場を活用した経営理念体系のインプット
（例：入社xx年目フォロー・新任経営職研修、上級経営職研修・ミドルマネージャ研修・・・）

★キリングループ・アワード特集

★トップリーダーセッション(6/22)
★執行役員勉強会

★

★ ★

★表彰式(グループ社長会6/10)

★経営理念ポスター(2/15)

★

★

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標設定

選考

フィードバック 期央見直し 振り返り

場所長・部門長による浸透活動

個々の施策と年間スケジュール

員が理念・価値観の重要性を理解し、自らの業務の中で体現
できるよう環境を整備するとともに、従業員の行動を評価し、
次のアクションにつなげています。
また、従業員アンケートなどを通じて理念浸透の度合いを定
期的に調査するなど、PDCAサイクルを回すことで、各施策
の見直しも行っています。

キリングループは、
自然と人を見つめるものづくりで、

「食と健康」の新たなよろこびを広げ、
こころ豊かな社会の実現に貢献します

グループ経営理念

食から医にわたる領域で価値を創造し、
世界のCSV先進企業となる

2027年の目指す姿

※ 下線部…前理念体系からの追加、変更箇所
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